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は
じ
め
に

田
辺
聖
子
を
、
軽
や
か
な
大
阪
弁
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
や
恋
愛
小
説
の
名
手
と

見
る
向
き
は
多
い
。
ま
た
、
古
典
文
学
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
に
基
づ
い
て
執

筆
さ
れ
た
リ
ラ
イ
ト
本
や
古
典
エ
ッ
セ
イ
、
さ
ら
に
精
密
な
調
査
・
考
証
に
よ

る
評
伝
物
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
エ
ッ
セ
イ
や
短
編
小
説
を
加
え
る
と
数

百
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
田
辺
聖
子
の
作
品
は
ま
さ
に
多
種
多
彩
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
自
伝
風
作
品
と
し
て
括
る
こ
と
が
で
き
る
次
の
四
作

品
が
あ
る （
１
）。
但
し
、
本
稿
で
は
①
以
外
を
自
伝
小
説
と
呼
ぶ
。

①
『
私
の
大
阪
八
景
』

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
一
一
月
、
文
藝
春

秋
新
社
よ
り
刊
行
。
五
つ
の
章
よ
り
成
る
。

（
一
）
～
（
四
）
の
各
初
出
は
（
一
）
昭
和
三
六
年
一
二
月
「
の
お
と
」
第

八
号
、（
二
）
三
七
年
九
月
「
大
阪
文
学
」
第
九
号
、（
三
）
昭
和
三
八
年

七
月
「
大
阪
文
学
」
第
一
〇
号
、
（
四
）
昭
和
四
〇
年
九
月
「
文
學
界
」

第
一
九
巻
九
号
。

②
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
―
私
の
終
戦
ま
で
―
』
昭
和
五
二
年

（
一
九
七
七
）
四
月
、
ポ
プ
ラ
社
よ
り
刊
行
。

③
『
し
ん
こ
細
工
の
猿
や
雉
』
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
、
文
藝

春
秋
よ
り
刊
行
。

初
出
は
『
別
冊
文
芸
春
秋
』
第
一
三
九
号
～
一
四
六
号
、
昭
和
五
二
年

三
月
～
五
三
年
一
二
月
。

④
『
楽
天
少
女
通
り
ま
す
―
私
の
履
歴
書
―
』
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）

四
月
、
日
本
経
済
新
聞
社
よ
り
刊
行
。

初
出
は
平
成
九
年
五
月
、
日
本
経
済
新
聞
に
連
載
。

こ
れ
ら
の
自
伝
風
作
品
に
お
い
て
、
た
び
た
び
少
女
時
代
に
書
い
た
作
品
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
し
ん
こ
細
工
の
猿
や
雉
』
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
始
ま
る （
２
）。

私
は
女
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
「
本
を
書
く
」
の
を
夢
見
て
い
た
。
こ
れ
は

作
家
に
な
る
こ
と
と
ち
が
う
。
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田
辺
聖
子
の
少
女
時
代
の
作
品

～
『
伸
び
ゆ
く
者
』
を
中
心
に
～

中
周

子



大
学
ノ
ー
ト
に
、
一
篇
の
物
語
を
書
き
、
そ
れ
に
挿
絵
を
描
き
、
表
紙

を
画
用
紙
で
く
る
ん
で
水
彩
絵
の
具
で
彩
色
し
た
絵
を
描
き
、
好
み
の
題

を
、
内
容
に
ふ
さ
わ
し
く
つ
け
、
そ
う
し
て
麗
々
と
、

「
田
辺
聖
子
作
」

と
書
く
、
そ
う
い
う
「
本
ご
っ
こ
」
「
著
者
ご
っ
こ
」
が
好
き
な
の
で
あ

る
。

（
い
ま
で
も
ど
う
か
す
る
と
、
「
著
者
ご
っ
こ
」
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
、
私
は
フ
ト
疑
っ
て
し
ま
う

自
分
の
こ
と
は
む
ろ
ん
だ
が
、

ひ
と
さ
ま
の
本
で
も
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
麗
々
し
い
題
で
あ
っ
た
り
す
る

と
、
「
著
者
ご
っ
こ
」
的
感
覚
に
襲
わ
れ
て
、
気
は
ず
か
し
く
な
っ
て
し

ま
う
）

内
容
は
、
い
ず
れ
も
、
愛
読
書
に
（
無
意
識
に
）
似
せ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
荒
唐
無
稽
の
小
説
を
好
ん
だ
か
ら
、
私
の
「
著
者
ご
っ
こ
」
の
「
田

辺
聖
子
作
」
も
、
必
然
的
に
荒
唐
無
稽
な
作
品
が
多
い
。

た
と
え
ば
題
を
み
て
も
わ
か
る
。
「
古
城
の
三
姉
妹
」
「
春
愁
蒙
古
史
」

「
白
薔
薇
館
の
怪
」「
北
京
の
秋
の
物
語
」
…
…
等
々
で
あ
る
。
伝
奇
小
説

と
い
う
べ
き
も
の
も
か
な
り
多
い
。

自
伝
小
説
を
、
出
自
や
両
親
の
こ
と
か
ら
書
き
始
め
る
方
法
も
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
、
「
小
説
」
を
書
い
て
い
た
少
女
時
代
か
ら
始
め
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
作
品
を
書
い
て
い
た
か
が
わ
か
る
題
名
ま
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
作

家
田
辺
聖
子
の
出
発
点
が
、
少
女
時
代
の
「
著
者
ご
っ
こ
」
で
あ
る
こ
と
を
強

く
意
識
し
た
書
き
方
で
あ
る
。

『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
も
、「
私
は
十
三
歳
、
女
学
校
二
年
生
で

あ
る
」

（
３
）

と
い
う
一
文
で
始
ま
る
。
や
は
り
、
小
説
を
書
く
こ
と
に
熱
中
し
て
い

た
頃
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
。
し
か
も
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
少
女
時
代
の

作
品
を
、
前
述
し
た
『
春
愁
蒙
古
史
』
や
『
北
京
の
秋
の
物
語
』
を
含
め
て
、

十
一
作
品
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
引
用
し
つ
つ
少
女
時
代
を
描
い
て
い
る
の
で
あ

る
。『
私
の
大
阪
八
景
』
は
、
「
来
年
は
女
学
校
へ
は
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 （
４
）

と
、
小
学
六
年
生
の
記
事
か
ら
始
ま
る
が
、
授
業
中
に
「
天
下
一
品
の
ぼ
う
け

ん
小
説

!!」
と
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
た
の
を
見
つ
か
り
、
先
生
に
叱
ら
れ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い
る
。

『
楽
天
少
女
通
り
ま
す
』

（
５
）

に
も
、「
私
は
夢
見
る
少
女
で
、
早
く
も
物
語
を
書

き
は
じ
め
、
級
友
に
回
覧
し
て
得
意
だ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
十
代
に
し

て
、
「
私
は
書
く
こ
と
が
面
白
く
て
し
か
た
が
な
い
」
（
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝

つ
ま
で
は
』
）
と
旺
盛
な
創
作
意
欲
を
持
ち
、
早
く
も
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中

に
熱
心
な
読
者
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
作
品
名
が
、
複
数
の
自
伝
小
説
に
繰
り
返
し
書
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
「
大
い
ば
り
で
さ
し
出
せ
る
創
作
で
は
な
い
」
（
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん

勝
つ
ま
で
は
』
）
と
い
い
つ
つ
も
、
少
女
時
代
の
作
品
に
対
す
る
思
い
入
れ
の

強
さ
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
作
家
が
自
伝
に
虚
構
を
交
え
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と

で
あ
る
。
架
空
の
書
を
小
説
の
モ
チ
ー
フ
や
材
料
に
用
い
る
こ
と
を
、
創
作
の

一
方
法
と
し
た
前
例
も
多
い
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
中
の
「
女
学
校
時
代
の

小
説
」
な
る
も
の
は
、
す
べ
て
実
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
実
際
に
書

か
れ
た
女
学
校
時
代
の
作
品
と
、
後
年
の
自
伝
小
説
中
に
引
用
さ
れ
た
作
品
の
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内
容
や
文
章
は
、
た
が
わ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
か
せ

る
ほ
ど
、
自
伝
小
説
に
引
用
さ
れ
た
十
代
の
作
品
群
は
面
白
い
。

と
ま
れ
、
田
辺
聖
子
の
自
伝
小
説
に
は
、
本
好
き
で
自
ら
も
書
く
こ
と
に
熱

中
し
て
い
た
少
女
時
代
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

田
辺
聖
子
の
自
伝
小
説
と
、
そ
の
作
中
に
引
用
さ
れ
た
少
女
時
代
の
作
品
と
の

関
わ
り
を
読
み
解
い
て
ゆ
き
た
い
。

一
自
伝
小
説
に
引
用
さ
れ
た
少
女
時
代
の
作
品

『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
に
は
、
女
学
校
二
年
の
一
三
歳
か
ら
書

き
始
め
た
多
く
の
作
品
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
各
作
品
の
内
容
に
つ

い
て
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
少
女
時
代
の
作
品
群
を
概
観
す
る

た
め
に
、
同
書
に
引
用
さ
れ
た
作
品
名
お
よ
び
概
要
・
冒
頭
の
一
節
を
列
挙
し

て
お
く
。
他
の
自
伝
小
説
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
作
品
名
も
記

し
た
。

①
『
伸
び
ゆ
く
者
』

昭
和
一
六
年
、
女
学
校
二
年
の
時
の
作
品
で
あ
る
。
桜
井
志
津
と
い
う
、
女

学
校
や
教
師
に
不
満
を
持
ち
、
死
に
あ
こ
が
れ
る
文
学
少
女
を
主
人
公
に
、
そ

の
他
、
ガ
リ
勉
の
秀
才
・
国
木
耀
子
、
け
な
げ
な
孝
行
娘
・
伊
藤
春
子
、
裕
福

な
お
嬢
様
・
奈
町
敬
子
等
々
「
ま
る
で
色
鉛
筆
の
よ
う
に
一
人
ず
つ
、
性
格
や

環
境
の
ち
が
う
」
同
年
代
の
少
女
た
ち
を
描
き
分
け
た
小
説
。
少
女
た
ち
の
家

族
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
方
針
の
異
な
る
教
員
も
登
場
す
る
。

こ
の
作
品
名
は
、『
楽
天
少
女
通
り
ま
す
』
に
も
登
場
す
る
。「
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
を
モ
デ
ル
に
『
伸
び
ゆ
く
者
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
小
説
な
ど
書
い
て
い
た

の
は
女
学
校
二
年
生
の
こ
と
だ
が
、
四
年
生
の
目
か
ら
み
れ
ば
幼
稚
し
ご
く
だ
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

②
『
或
る
少
女
の
遺
書
』

『
伸
び
ゆ
く
者
』
執
筆
中
に
書
い
た
短
編
。
す
で
に
読
者
の
興
味
を
引
く
術

を
知
っ
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
一
文
で
始
ま
る
。

「
三
谷
小
弓
は
十
六
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
母
も
父
も
弟
や
妹
も
、
先
生
も

友
達
も
三
谷
家
の
女
中
た
ち
も
ふ
し
ん
で
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
女
は

自
殺
し
た
の
で
あ
る
。」
と
い
う
書
き
出
し
で
、「
死
」
に
つ
い
て
の
不
思
議
を

つ
き
つ
め
て
、
自
殺
し
た
少
女
の
遺
書
を
中
心
に
書
い
て
い
る
。

③
『
海
賊
島
』

昭
和
一
七
年
、
女
学
校
二
年
の
作
品
。
宝
探
し
に
行
っ
て
海
賊
に
捕
ら
え
ら

れ
た
父
親
を
助
け
に
行
く
少
年
少
女
の
冒
険
譚
。
「
未
完
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
が
、
気
に
入
っ
て
い
た
作
品
の
よ
う
で
、「
そ
の
題
も
、
心
躍
る
、

『
海
賊
島
』
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、『
し
ん
こ
細
工
の
猿
や
雉
』

に
も
、
女
子
専
門
学
校
時
代
に
会
っ
た
編
集
者
に
作
品
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
い

わ
れ
「
さ
す
が
に
『
海
賊
島
』
や
ら
『
古
城
の
三
姉
妹
』
な
ど
と
い
う
荒
唐
無

稽
小
説
を
出
す
こ
と
は
憚
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
は
、
次
の
よ

う
に
印
象
的
な
シ
ー
ン
で
始
ま
っ
て
い
る
。

静
か
な
夜
で
あ
る
。
皆
は
黙
っ
て
盃
ば
か
り
口
へ
運
ん
で
い
た
。
そ
の

中
で
一
人
賑
や
か
な
の
は
九
鬼
老
人
で
あ
る
。
老
人
は
き
れ
い
に
禿
げ
上

が
っ
た
額
を
扇
子
で
叩
き
な
が
ら
謡
曲
を
う
た
っ
た
り
、
君
若
丸
の
頭
を

な
で
た
り
、
誰
彼
の
差
別
な
く
話
し
出
し
た
り
し
て
い
た
。
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あ
る
じ
の
芳
麿
と
い
う
人
は
君
若
丸
の
お
父
さ
ん
で
、
公
卿
に
似
合
わ

ず
武
士
気
質
の
人
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
九
鬼
家
に
古
く
か
ら
つ
た
わ
っ

た
黄
金
の
か
く
し
場
所
の
あ
る
地
図
を
も
っ
て
、
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
彼
は
妻
の
尋
槻
に
も
そ
れ
を
知
ら
せ
な
か
っ
た
し
、
又
、

子
の
君
若
丸
に
も
知
ら
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
九
鬼
老
人
の
ほ
か
二
人
ほ
ど

の
友
人
に
、
そ
れ
も
ご
く
内
々
に
洩
ら
し
た
の
で
あ
る
。

④
『
春
愁
蒙
古
史
』

昭
和
一
七
年
、
女
学
校
三
年
か
ら
書
き
始
め
た
作
品
で
、
一
二
、
一
三
世
紀

の
蒙
古
を
舞
台
に
活
躍
す
る
英
雄
が
主
人
公
。
学
生
ノ
ー
ト
に
一
二
冊
以
上
も

あ
っ
た
長
大
作
で
、
各
巻
に
は
、
友
愛
の
巻
、
風
雲
の
巻
、
暗
夜
の
巻
、
蒼
天

の
巻
な
ど
巻
名
が
つ
い
て
い
る
。
「
蒙
々
と
砂
塵
の
ま
き
あ
が
る
ゴ
ビ
砂
漠
、

一
望
の
平
野
、
さ
え
ぎ
る
も
の
も
な
い
、
内
地
で
は
想
像
も
で
き
な
い
地
平
線

な
ど
を
空
想
し
た
。
た
ぶ
ん
、
そ
う
い
う
も
の
へ
の
あ
こ
が
れ
と
、『
三
国
志
』

を
ま
ね
て
み
た
く
な
っ
て
『
春
愁
蒙
古
史
』
を
書
き
出
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ

の
作
品
も
「
未
完
」
に
終
わ
っ
た
と
い
う
。
『
し
ん
こ
細
工
の
猿
や
雉
』
に
も

題
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

⑤
『
炎
の
曲
』
他
、
戯
曲
も
書
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑥
『
少
女
草
』
第
１
号
～
３
号

昭
和
一
七
年
一
二
月
か
ら
一
八
年
一
月
。
女
学
校
三
年
生
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
編
集
し
た
回
覧
雑
誌
。
表
紙
の
絵
、
巻
頭
言
や
短
歌
、
詩
、
連
載
小
説
、
古

典
鑑
賞
、
修
養
の
言
葉
等
々
、
多
彩
な
内
容
で
、
級
友
の
作
品
も
載
る
が
、
大

半
は
田
辺
聖
子
が
執
筆
し
て
い
る
。

⑦
『
光
り
と
共
に
』

昭
和
一
八
年
、
女
学
校
四
年
生
の
作
品
。
当
時
の
友
邦
ド
イ
ツ
を
讃
歌
し
た

作
品
。
ド
イ
ツ
士
官
が
ス
パ
イ
に
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
要
塞
島
に
忍
び
込
み
、

敵
の
機
密
を
探
り
任
務
を
果
た
す
と
い
う
大
活
劇
。
潜
水
艦
の
性
能
も
調
べ
た

上
で
次
の
よ
う
な
戦
闘
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。

息
詰
ま
る
一

瞬
一

秒
、
二

秒
、
三

秒
…

…
ど
か
あ
ん

！
と
一
大

音

響
が
し
た
。

「
命
中
！
万
歳
」

乗
員
は
思
わ
ず
歓
呼
の
叫
び
を
あ
げ
た
。
つ
づ
い
て
第
二
、
第
三
の
魚
雷
。

「
急
速
浮
上
！
」

シ
ェ
ー
ル
大
尉
（
註
・
潜
水
艦
長
で
あ
る
）
の
声
が
朗
ら
か
に
わ
た
る
。

（
註

・
ひ
び
き
わ
た
る
、
の
こ
と
で
あ

ろ
う

）
忽

ち
艦
は

悠
々

浮
き
上
る

と
、
黒
煙
を
噴
い
て
、
急
角
度
に
沈
み
ゆ
く
艦
―
敵
艇
―
を
尻
目
に
走
り

出
し
た
。（

中
略
）

波
は
依
然
と
し
て
荒
か
っ
た
。
北
海
の
星
は
美
し
く
ま
た
た
き
、
風
は

冷
た
か
っ
た
が
、
〇
〇
北
海
基
地
島
は
近
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
味
方

の
夜
間
哨
戒
機
が
飛
ん
で
い
た
。

⑧
『
花
蘭
物
語
』

昭
和
一
九
年
、
女
学
校
時
代
最
後
の
作
品
。
中
国
を
舞
台
に
革
命
軍
の
兵
士

と
な
り
国
民
軍
と
戦
う
花
蘭
を
主
人
公
と
す
る
物
語
。
早
朝
、
父
親
が
赤
ん
坊

（
後
の

花
蘭

）
を

捨
て
子
し
て

逃
げ
る
時
に

乗
る

馬
車
を

描
写
す
る

冒
頭

シ
ー

ン
は
見
事
で
あ
る
。

深
い
霧
の
朝
で
あ
っ
た
。
馬
車
屋
の
張
は

御
者
台
の
上
で
始
終
ガ
タ
ガ

タ
震
え
て
い
た
。
か
じ
か
ん
で
い
る
、
大
き
い
、
い
か
つ
い
手
に
白
い
息

―4―



を
は
き
か
け
、
一
し
き
り
鞭
を
あ
げ
て
、
馬
を
お
ど
か
し
た
。

「
し
っ
、
し
っ
」

街
は
ま
だ
深
い
眠
り
に
落
ち
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。
霧
は
白
々
と
木
々

を
包
み
、
家
々
の
瓦
を
濡
ら
し
、
太
陽
の
光
を
遮
ろ
う
と
で
も
す
る
か
の

よ
う
に
、
し
っ
と
り
と
町
に
立
ち
こ
め
て
い
た
。
も
の
の
二
十
メ
ー
ト
ル

先
も
視
野
が
全
然
き
か
な
い
。
張
は
用
心
ぶ
か
く
、
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、

ガ
タ
ガ
タ
と
馬
車
を
進
ま
せ
た
。

⑨
『
北
京
の
秋
の
物
語
』

昭
和
一
九
年
、
女
子
専
門
学
校
時
代
、
最
初
の
作
品
。
上
中
下
の
三
巻
。
中

国
を
舞
台
に
し
た
内
容
に
ち
な
む
表
紙
の
絵
（
中
国
の
邸
と
庭
園
）
も
描
い
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
学
ん
だ
若
者
、
排
日
派
の
青
年
、
軍
人
な
ど
、
新

政
中
国
の
若
者
群
像
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
。
冒
頭
の
会
話
文
に
よ
る
自
然
描

写
は
巧
妙
で
美
し
い
。

「
北
京
の
秋
は
短
い
ね
」

「
そ
う
、
や
っ
と
暑
さ
が
去
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
す
こ
し
涼
し
く
な
る
。

す
る
と
落
ち
葉
だ
。
空
が
澄
む
。
空
気
が
冷
え
る
。
段
々
に
さ
む
く
な
る
。

雪
が
降
る
、
も
う
冬
だ
。
そ
れ
ほ
ど
短
い
。
し
か
し
、
短
い
な
り
に
、
美

し
い
の
だ
。
人
の
心
を
し
っ
か
り
つ
か
む
美
し
さ
を
残
し
て
、
秋
は
逝
く

の
だ
。
ね
え
、
趙
君
、
美
し
く
て
短
い
も
の
は
、
よ
け
い
に
惜
し
ま
れ
る

も
の
だ
ね
」

⑩
『
最
後
の
一
人
ま
で
』

昭
和
二
〇
年
、
女
子
専
門
学
校
の
二
年
生
の
頃
、
学
徒
動
員
の
伊
丹
郡
是
工

場
の
寮
に
て
書
い
た
小
説
。
架
空
の
国
（
ア
ン
ガ
マ
ダ
王
国
）
の
若
き
リ
ー
ダ
ー

が
、
敵
国
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
最
後
ま
で
戦
い
抜
こ
う
と
す
る
国
民
を
率
い

る
姿
を
描
く
。
最
後
は
国
民
全
部
、
悲
壮
な
死
を
と
げ
る
話
。
『
楽
天
少
女
通

り
ま
す
』
に
も
「
工
場
の
寄
宿
舎
で
ひ
と
り
、
軍
国
主
義
的
な
小
説
を
書
き
綴
っ

て
い
た
」
、
「
『
最
後
の
一
人
ま
で
』
と
い
う
長
編
小
説
だ
っ
た
」
と
書
か
れ
て

い
る
。

⑪
『
エ
ス
ガ
イ
の
子
』

昭
和
二
〇
年
、「
も
う
、
町
に
は
文
房
具
屋
も
店
を
あ
け
て
い
な
く
て
、
ノ
ー

ト
を
買
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
ま
た
ま
私
の
親
類
に
、
青
写
真
を
扱
う
仕
事

を
し
て
い
る
人
が
い
て
、
メ
モ
に
す
る
が
い
い
と
い
っ
て
、
青
い
設
計
図
み
た

い
な
も
の
の
裏
を
綴
じ
た
の
を
く
れ
た
」
の
で
、
そ
の
裏
紙
を
利
用
し
て
書
い

た
作
品
だ
と
い
う
。
戦
時
下
に
、
学
徒
動
員
の
工
場
の
寮
で
、
書
く
こ
と
に
熱

中
し
て
い
た
少
女
時
代
の
田
辺
聖
子
の
姿
が
彷
彿
す
る
。
舞
台
は
蒙
古
。
エ
ス

ガ
イ
は
モ
ン
ゴ
ル
部
の
首
長
で
、
そ
の
子
は
テ
ム
ジ
ン
、
後
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

で
あ
る
。
自

身
も
「
『

春
愁

蒙
古

史
』
よ
り
は
文
章
も
、
わ
れ
な
が
ら
格
段
に

進
歩
し
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
ご
と
く
、
冒
頭
の
み
を
読
ん
で
も
、
す
で

に
読
者
を
惹
き
つ
け
る
表
現
力
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

「
オ
イ
、
お
っ
母
あ
は
居
る
か
」

荒
っ
ぽ
い
濁
声
に
続
い
て
、
ぬ
っ
と
大
き
い
男
が
は
い
っ
て
来
た
。

夏
の
は
じ
め
…
…
こ
こ
、
オ
ノ
ン
河
の
支
流
に
は
、
雲
の
ゆ
き
き
が
劇
し

く
、
河
は
と
ど
ろ
と
渦
ま
い
て
流
れ
て
い
る
。
断
崖
の
上
に
突
立
っ
た
あ

ば
ら
小
屋
は
、

今
に
も

倒
れ
そ
う
に
、

風
雨
に

朽
ち

傾
い
て
い
る
。
包

（
パ
オ
）
を
つ
く
る

材
料
さ
え
な
い
ら
し
く
、

板
片
れ
を

並
べ
た
に

過
ぎ

ぬ
掘
立
て
小
屋
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
作
品
の
内
、
⑤
を
除
く
す
べ
て
が
（
一
部
の
破
損
、
巻
の
欠
落
も

あ
る
が
）
文
学
館
に
寄
託
資
料
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
少
女
が
ノ
ー
ト
に

書
い
た
作
品
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
代
、
こ
と
に
大
阪
大
空
襲
を
経
て
現

在
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
僥
倖
と
言
う
他
は
な
い
。
奇
し
く
も
作

品
が
残
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
エ
ッ
セ
イ
に
書
か
れ
て
い
る
が
、

『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
事
情
で
あ
っ
た
。

三
十
年
前
に
書
い
た
小
説
が
手
も
と
に
残
っ
た
の
は
、
全
く
偶
然
の
こ
と

で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
六
月
一
日
の
空
襲
の
と
き
、
私
は
登
校
し
て
い
て

家
に
は
い
な
か
っ
た
。
家
に
焼
夷
弾
が
落
ち
は
じ
め
た
と
き
、
家
族
は
と
っ

さ
に
い
ち
ば
ん
手
近
に
あ
る
鞄
だ
け
を
外
へ
ほ
う
り
投
げ
て
持
ち
出
し
て

く
れ
た
。
そ
の
鞄
の
な
か
に
、
私
は
、
女
学
校
時
代
に
書
き
た
め
た
小
説

を
詰
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
自
ら
の
属
す
る
世
界
を
描
く
リ
ア
ル
な
作
品
か
ら
、
想
像

を
膨
ら
ま
せ
た
伝
奇
小
説
や
冒
険
小
説
、
日
本
や
中
国
を
舞
台
に
し
た
歴
史
小

説
、
戯
曲
等
々
、
多
彩
な
内
容
が
目
を
引
く
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
を
、
内
容
に

見
合
う
多
彩
な
文
体
で
書
き
分
け
て
い
て
、
舞
台
も
日
本
に
留
ま
ら
ず
、
中
国

や
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
わ
た
っ
て
い
る
。
少
女
時
代
の
旺
盛
な
創
作
意
欲
に

は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

二
は
じ
め
て
の
小
説
『
伸
び
ゆ
く
者
』
の
引
用

『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
女
学
校
時
代
の
小

説
の
中
で
、
最
初
に
紹
介
さ
れ
る
の
が
、
『
伸
び
ゆ
く
者
』
で
あ
る
。
ま
ず
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

無
地
の
小
さ
な
ノ
ー
ト
に
、
入
学
の
お
祝
い
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
万
年
筆

で
、
こ
く
め
い
に
描
い
て
い
る
。
い
ま
書
い
て
る
の
は
、『
伸
び
ゆ
く
者
』

と
い
う
題
を
つ
け
て
あ
る
。
む
ろ
ん
、
女
学
校
生
活
が
題
材
に
な
っ
て
る

の
で
あ
る
。
出
て
く
る
登
場
人
物
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
題
材
に
し
た
も

の
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。

十
代
に
書
い
て
い
た
他
の
伝
奇
小
説
や
空
想
小
説
の
中
で
、
唯
一
、
女
学
校

と
家
庭
を
舞
台
に
し
た
、
家
族
、
教
師
、
友
人
が
登
場
す
る
、
自
ら
の
日
常
の

延
長
上
の
世
界
を
描
く
作
品
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
多
少

の
虚
構
を
交
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
女
時
代
の
只
中
で
、

少
女
時
代
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
点
が
重
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
後
年
の
田
辺

聖
子
が
少
女
時
代
の
世
界
を
描
く
自
伝
小
説
の
中
に
、
当
時
、
少
女
で
あ
っ
た

田
辺
聖
子
自
身
が
描
く
身
辺
小
説
が
、
入
れ
子
構
造
の
よ
う
に
は
め
込
ま
れ
て

い
る
点
は
、
考
察
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
は
、『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
の
本
文
中
に
、『
伸
び
ゆ
く
者
』

が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

【
引
用
①
】
女
学
校
の
休
み
時
間
に
小
説
を
書
い
て
い
る
場
面
に
、
『
伸
び
ゆ

く
者
』
が
引
用
さ
れ
る
。
作
品
の
内
容
は
、
女
学
校
と
教
師
へ
の
不
満
、
志
津

の
心
の
内
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
は
、
同
世
代
の
少
女
た
ち
に
率
直
に
訴
え
か
け

る
一
文
に
始
ま
っ
て
い
る
。

①
―
１
教
師
へ
の
不
満

桜
井
志
津
が
組
担
任
の
小
山
先
生
を
嫌
う
理
由
は
二
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は

（
一
）
小
山
先
生
が
あ
ま
り
若
く
て
、
先
生
と
し
て
の
威
厳
が
ど
う
し
て
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も
具
わ
ら
ず
、
又
、
生
徒
を
よ
く
叱
る
の
は
畢
竟
、
経
験
が
浅
い
と
い
う

こ
と
と
、

（
二
）
経
験
が
な
け
れ
ば
他
の
ク
ラ
ス
の
先
生
方
を
見
習
っ
て
頂
い
て
、

こ
の
ク
ラ
ス
を
小
説
に
あ
っ
た
よ
う
な
美
し
い
ク
ラ
ス
に
し
た
い
と
思
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

学
校
生
活
が
楽
し
い
も
の
に
な
る
か
苦
し
い
も
の
に
な
る
か
は
、
ひ
と
え
に

担
任
や
教
師
に
か
か
っ
て
い
る
。
一
三
歳
の
少
女
の
最
大
関
心
事
は
担
任
教
師

で
あ
っ
た
。
主
人
公
・
志
津
の
担
任
評
は
か
な
り
手
厳
し
く
、
こ
の
後
に
、
生

徒
を
呼
び
つ
け
て
叱
り
つ
け
る
出
来
事
が
書
か
れ
、
も
う
一
人
、
よ
く
生
徒
を

泣
か
す
体
操
教
師
も
登
場
さ
せ
て
い
る
。
続
け
て
志
津
の
心
境
が
描
か
れ
る
箇

所
が
引
用
さ
れ
る
。
志
津
と
い
う
主
人
公
は
、
早
熟
な
「
死
」
へ
の
関
心
を
も

つ
文
学
少
女
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
。

①
―
２
「
死
」
へ
の
思
い

志
津
は
今
、
講
堂
の
裏
に
い
る
。

教
室
は
さ
わ
が
し
く
て
暑
い
の
で
あ
る
。
も
う
じ
き
近
づ
い
て
く
る
夏

休
み
を
考
え
て
い
た
。
青
空
は
す
み
渡
っ
て
ふ
る
え
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

志
津
は
青
空
を
み
て
い
る
と
、
泣
き
た
く
さ
え
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
弱
々
し
い
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
現
実
の

世
界
の
く
る
し
さ
に
堪
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
も
な
か
っ
た
。

（
生
き
て
い
て
何
に
な
ろ
う
！
）
と
い
う
疑
い
で
あ
っ
た
。
し
ま
い
に
死

に
た
く
さ
え
な
っ
て
い
た
…
…
。

こ
の
引
用
の
後
に
現
実
世
界
が
描
か
れ
る
。
突
然
、
友
人
が
「
見
せ
て
！
何

書
い
て
ん
の
」
と
、
登
場
す
る
。「
う
わ
。
こ
ん
な
先
生
の
ワ
ル
ク
チ
書
い
て
、

見
つ
か
っ
た
ら
ど
う
す
ん
の
」、「
あ
ん
た
、
死
に
た
い
の
」
と
、
心
配
す
る
友

人
に
対
し
て
「
私
」
は
、
こ
う
答
え
て
い
る
。

「
そ
こ
が
、
小
説
で
す
よ
、
小
説
。
だ
け
ど
、
友
田
さ
ん
い
っ
ぺ
ん
も
、

そ
ん
な
気
に
な
っ
た
こ
と
、
な
い
？
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
や
ろ
、
と
か
、

死
ぬ
、
て
ど
う
な
る
こ
と
や
ろ
か
、
と
か
」

現
実
的
な
女
学
生
の
会
話
か
ら
、
「
死
」
は
、
小
説
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
興
味

で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
再
び
、
「
私
」
は
書
き
始
め
る
の
で
あ

る
。①
―
３
「
英
雄
崇
拝
者
」

大
人
に
な
っ
て
後
も
、
平
々
凡
々
と
家
庭
の
主
婦
で
暮
ら
す
の
は
い
や
に

な
っ
て
い
た
。
志
津
は
熱
心
な
「
英
雄
崇
拝
者
」
で
あ
っ
た
。
特
に
女
子

の
身
で
国
を
救
っ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
始
め
て
雑
誌
で
知
っ
た
時
、

胸
が
と
き
め
い
て
一
週
間
ほ
ど
一
人
で
昂
奮
し
て
い
た
…
。

引
用
さ
れ
る
作
品
世
界
は
、
し
ば
し
ば
友
人
の
言
葉
で
遮
ら
れ
て
現
実
に
戻
る
。

「
ふ
ー
ん
。
よ
う
、
そ
な
い
、
ス
ラ
ス
ラ
と
書
け
る
ね
え
」
と
、
尊
敬
の
念
で

見
つ
め
る
友
人
を
傍
ら
に
置
い
て
、
「
私
は
書
く
こ
と
が
面
白
く
て
し
か
た
が

な
い
」
と
い
う
。
目
立
た
な
い
「
女
学
生
の
心
の
底
に
は
、
い
ろ
ん
な
ご
っ
ち
ゃ

な
考
え
が
渦
巻
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
脈
絡
も
な
し
に
、
ノ
ー
ト
に
書
き
つ
け

ら
れ
て
ゆ
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

①
―
４
国
語
の
授
業
へ
の
不
満

志
津
は
女
学
校
の
先
生
に
は
失
望
し
て
し
ま
っ
た
。
と
く
に
小
山
先
生

に
は
志
津
は
愛
想
を
つ
か
し
た
。
先
生
は
国
語
の
担
任
で
あ
る
が
、
先
生

に
教
え
て
も
ら
う
国
語
は
ち
っ
と
も
面
白
く
な
い
。
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そ
れ
か
ら
い
う
と
、
教
科
書
さ
え
、
幼
稚
で
あ
る
。

小
山
先
生
の
教
え
ぶ
り
は
、
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
え
え
っ
と
ー
。
ま
あ
、
こ
ん
な
と
こ
、
わ
か
っ
て
ま
す
や
ろ
。
あ
、

溪
と
谷
と
説
明
し
て
お
き
ま
す
が
、
溪
と
は
水
の
あ
る
山
と
山
と
の
底
の

こ
と
で
谷
と
い
う
字
ィ
は
、
水
の
な
い
底
、
山
と
山
と
の
底
い
う
意
味
で

す
。
わ
か
り
ま
し
た
か
。
は
、
小
野
さ
ん
、
も
う
い
っ
ぺ
ん
い
う
て
ご
ら

ん
」こ
ん
な
こ
と
ば
か
り
一
時
間
い
わ
れ
る
と
、
い
や
に
な
っ
て
し
ま
う
。

辞
書
を
見
れ
ば
書
い
て
あ
る
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ
口
で
い
う
。
全
く
僭
越

な
が
ら
、
こ
う
い
う
教
え
ぶ
り
で
は
、
志
津
に
も
教
え
る
こ
と
が
で
き
そ

う
だ
っ
た
。

授
業
へ
の
不
満
が
書
か
れ
る
の
だ
が
、
教
師
の
大
阪
弁
の
口
調
を
巧
み
に
文

章
に
し
て
い
て
、
そ
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
後
年
の
大
阪
弁
を

駆
使
し
た
会
話
文
の
表
記
、
小
さ
な
カ
タ
カ
ナ
の
使
用
が
、
す
で
に
、
一
三
歳

の
小
説
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

こ
の
引
用
箇
所
に
続
く
、
自
伝
小
説
の
本
文
で
は
、
「
し
か
し
私
は
、
小
山

先
生
は
、
気
ど
り
が
な
く
て
好
き
な
の
だ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
「
大
阪
弁

と
い
う
の
は
、
い
ば
っ
た
っ
て
い
ば
っ
た
よ
う
に
き
こ
え
な
い
。
小
山
先
生
を

じ
ー
っ
と
観
察
し
て
い
る
眼
は
、
意
地
わ
る
な
よ
う
だ
が
、
つ
ま
り
、
私
に
と
っ

て
、
国
語
の
小
山
先
生
は
、
そ
れ
だ
け
、
印
象
的
な
の
で
あ
る
」
と
。
引
用
作

品
中
の
辛
辣
な
少
女
時
代
の
先
生
評
は
、
そ
の
ま
ま
が
現
実
で
は
な
か
っ
た
と

補
筆
し
て
い
る
。
主
人
公
の
志
津
は
「
少
女
小
説
に
あ
る
よ
う
な
期
待
を
も
っ

て
」、「
空
想
と
現
実
を
、
ご
た
ま
ぜ
に
し
て
い
る
」
た
め
に
、
現
実
の
教
師
や

学
校
へ
の
不
満
が
募
る
の
だ
と
分
析
し
て
い
る
。

自
伝
小
説
の
話
者
は
、
表
向
き
は
女
学
生
の
「
私
」
だ
が
、
明
ら
か
に
、
後

年
の
視
点
で
語
ら
れ
て
い
る
し
、
時
々
作
者
が
顔
を
だ
し
て
括
弧
を
付
け
て
注

釈
を
施
す
体
裁
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。

【
引
用
②
】
志
津
の
家
庭
と
生
い
立
ち
を
描
く
中
に
、
本
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
、

「
小
学
生
の
と
き
か
ら
活
字
中
毒
で
、
新
聞
で
も
菓
子
屋
の
広
告
で
も
、
活
字

さ
え
あ
れ
ば
読
ん
で
い
た
」
と
書
か
れ
る
。「
字
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
し
て
、

例
え
ば
、
「
御
幣
帛
料
」
や
「
御
令
閨
様
」
な
ど
、
小
学
生
と
は
思
え
な
い
大

人
顔
負
け
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
家

で
も
学
校
で
も
、
私
は
小
説
（
と
、
自
分
で
信
じ
て
い
る
も
の
を
）
書
い
て
い

る
」
、
「
根
も
葉
も
な
い
空
想
で
も
、
（
空
想
だ
か
ら
な
お
）
ス
ラ
ス
ラ
と
書
け

る
の
で
あ
る
」
と
、
自
宅
で
小
説
の
続
き
を
書
く
の
で
あ
る
。

②
―
１
伊
藤
春
子
け
な
げ
な
親
孝
行
娘

家
に
は
父
親
が
な
く
な
っ
て
後
、
急
に
体
の
弱
く
な
っ
た
母
親
と
祖
母
と

幼
い
弟
妹
が
い
る
。
早
く
か
え
っ
て
ね
え
や
の
手
伝
い
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
…
。

伊
藤
春
子
の
深
更
に
お
よ
ぶ
忙
し
い
日
常
生
活
、
家
業
の
手
伝
い
や
病
気
の

母
親
の
看
病
、
祖
母
や
幼
い
弟
妹
の
世
話
等
々
を
描
き
終
わ
っ
て
、
「
私
」
は

「
ペ
ン
を
お
き
、
お
や
つ
の
ビ
ス
コ
を
か
じ
っ
て
読
み
返
す
」
。
「
け
な
げ
に
生

き
て
い
る
孝
行
娘
の
こ
と
を
書
い
た
あ
と
で
、
舞
台
を
一
変
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
思
い
、
私
は
べ
つ
の
主
人
公
を
も
ち
出
し
て
く
る
」
の
で
あ
る
。

②
―
２

奈
町
敬
子

裕
福
な
お
嬢
様

奈
町
敬
子
は
身
軽
に
電
車
を
飛
び
お
り
る
。
す
っ
き
り
と
腰
の
し
ま
っ
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た
ス
マ
ー
ト
な
制
服
、
そ
の
胸
に
は
雪
の
峰
の
如
く
輝
く
白
レ
ー
ス
の
絹

手
巾
を
さ
っ
そ
う
と
か
ざ
っ
て
い
さ
さ
か
得
意
そ
う
だ
っ
た
。

裕
福
で
ハ
イ
カ
ラ
な
女
学
生
、
や
や
不
良
の
お
嬢
さ
ん
を
描
い
て
い
る
。
伊

藤
春
子
と
は
環
境
の
ま
っ
た
く
異
な
る
女
学
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
父
は
相

か
わ
ら
ず
不
在
だ
し
、
母
は
持
前
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と
い
う
幸
福
と
は
い
え
な

い
家
庭
を
描
い
て
い
る
。
他
に
も
、
次
の
二
人
に
つ
い
て
の
引
用
が
あ
る
が
、

省
略
す
る
。

②
―
３
吉
川
す
み
子
赤
十
字
の
看
護
婦
志
望
、
志
津
の
野
心
と
の
対
比
、

志
津
を
理
解
し
敬
意
を
も
っ
て
い
る
友
人

②
―
４
国
木
耀
子
ガ
リ
勉
の
秀
才
、

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
級
友
を
登
場
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は

「
実
を
い
う
と
、
友
田
サ
ン
も
『
吉
川
す
み
子
』
と
い
う
名
で
出
て
く
る
」
と

書
い
て
い
る
。
虚
構
を
交
え
つ
つ
も
、
実
際
の
女
学
校
生
活
を
描
い
て
い
る
こ

と
を
種
明
か
し
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
②
―
３
で
、
吉
川
す
み
子
と
志
津
の
会

話
が
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
実
際
の
会
話
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
思
わ
せ

る
効
果
が
あ
る
。

ま
た
、『
伸
び
ゆ
く
者
』
の
執
筆
中
に
、『
或
る
少
女
の
遺
書
』
を
書
い
た
と

語
り
、
そ
の
作
品
を
ほ
ぼ
全
文
引
用
し
て
い
る
。
「
死
」
に
対
す
る
興
味
が
書

か
し
め
た
作
品
で
あ
る
。

【
引
用
③
】『
或
る
少
女
の
遺
書
』
の
引
用
。

十
六
歳
で
自
殺
し
た
真
弓
の
遺
書
。
そ
の
理
由
は
「
死
」
の
不
思
議
を
追
及
す

る
と
い
う
観
念
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
作
品
の
暗
さ
を
補
う
よ
う
に
、

「
十
三
の
少
女
は
夢
中
に
な
っ
て
陶
酔
し
て
書
い
て
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
後

年
の
読
後
感
を
記
し
、
作
品
内
で
も
、
次
の
よ
う
な
滑
稽
な
場
面
が
対
置
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
て
、
下
か
ら
妹
の
マ
チ
コ
が
、

「
姉
ち
ゃ
ん
、
ご
飯
！
」

と
呼
ぶ
と
、
私
は
、

「
何
や
の
ん
、
今
晩
の
オ
カ
ズ
！
」

と
階
段
の
上
か
ら
叫
ぶ
。

「
洋
食
！
」

「
う
わ
。
う
れ
し
！
」

私
は
ド
ド
ド
…
と
百
雷
が
い
っ
ぺ
ん
に
落
ち
る
よ
う
な
音
を
た
て
て
、
階

段
を
か
け
下
り
、

「
こ
れ
ッ
！
」

と
母
に
叱
ら
れ
る
。

そ
し
て
、「『
遺
書
』
な
ん
か
書
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
私
は
現
実
に
は
死
ぬ
気

な
ん
か
、
ち
っ
と
も
な
く
、
洋
食
の
日
を
心
待
ち
に
生
き
て
る
」
と
、
作
品
世

界
と
現
実
の
少
女
時
代
を
対
比
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
伝
小
説
に
、
少
女
時
代
の
作
品
を
引
用
し
て
い
る
と
言
う
事
実
は
、
そ
れ

ら
の
作
品

へ
の

愛
着
の
な
せ
る

業
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
伸
び

行
く
者
』
に
関
し
て
は
、
女
学
校
時
代
の
作
品
に
よ
っ
て
自
ら
の
少
女
時
代
を

描
く
と
い
う
方
法
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
創
作
上
の
一
方

法
と
し
て
自
伝
小
説
に
奥
行
き
を
与
え
る
効
果
を
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
「

ノ
ー
ト
」
の
内

容
の

検
討
を

通
し
て
、
後
年
の
自

伝
小

説
に
引
用

さ
れ
た
『
伸
び
ゆ
く
者
』
と
、
女
学
校
当
時
に
書
か
れ
た
『
伸
び
ゆ
く
者
』
と
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の
世
界
は
、
い
か
に
関
わ
り
い
か
に
相
違
す
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
田
辺
聖
子
自
筆
「
ノ
ー
ト
」
に
書
か
れ
た

『
伸
び
ゆ
く
者
』

『
伸
び
ゆ
く
者
』
が
書
か
れ
た
「
ノ
ー
ト
」

（
６
）

は
、
縦
一
八

．

五
セ
ン
チ
、
横

一
三

．

三
セ
ン
チ
大
で
あ
る
。
ウ
サ
ギ
を
抱
く
少
女
と
弟
の
よ
う
な
男
の
子
が

描
か
れ
た
美
し
い
カ
ラ
ー
の
表
紙
（
写
真
①
参
照
）
に
、「

S
E
IK

O
T
A
N
A
B
E
」

と
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
る
。
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
に
「
無
地
の

小
さ
な
ノ
ー
ト
に
、
入
学
の
お
祝
い
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
万
年
筆
で
、
こ
く
め

い
に
書
い
て
い
る
」
と
あ
る
通
り
、
実
際
、
ノ
ー
ト
に
罫
線
は
な
く
、
「
万
年

筆
」
で
書
か
れ
て
お
り
、
前
節
で
み
て
き
た
引
用
の
文
章
と
も
、
ほ
と
ん
ど
一

致
す
る
。
途
中
に
『
或
る
少
女
の
遺
書
』
が
書
か
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
一

致
す
る
。（
写
真
②
参
照
）
こ
の
ノ
ー
ト
が
、『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』

他
の
自
伝
小
説
の
資
料
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
残
念
な
が

ら
、
閉
じ
糸
が
切
れ
た
り
破
損
し
て
い
る
箇
所
も
あ
っ
て
、
途
中
の
数
頁
が
欠

損
し
、
最
後
も
破
損
し
て
い
る
。

両
者
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
に
、
『
欲
し
が
り
ま

せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
が
引
用
す
る
冒
頭
部
分
を
再
掲
し
て
、
ノ
ー
ト
に
書
か
れ

た
『
伸
び
ゆ
く
者
』
本
文
と
対
照
し
て
お
こ
う
。

■
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
引
用
本
文

桜
井
志
津
が
組
担
任
の
小
山
先
生
を
嫌
う
理
由
は
二
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は

（
一
）
小
山
先
生
が
あ
ま
り
若
く
て
、
先
生
と
し
て
の
威
厳
が
ど
う
し
て

も
具
わ
ら
ず
、
又
、
生
徒
を
よ
く
叱
る
の
は
畢
竟
、
経
験
が
浅
い
と
い
う

こ
と
と
、

（
二
）
経
験
が
な
け
れ
ば
他
の
ク
ラ
ス
の
先
生
方
を
見
習
っ
て
頂
い
て
、

こ
の
ク
ラ
ス
を
小
説
に
あ
っ
た
よ
う
な
美
し
い
ク
ラ
ス
に
し
た
い
と
思
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

■
ノ
ー
ト
の
『
伸
び
ゆ
く
者
』
本
文
（
以
下
、「
ノ
ー
ト
」
と
略
す
）

櫻
井
志
津
が
組
担
任
の
小
山
先
生
を
嫌
ふ
理
由
は
ふ
た
つ
あ
つ
た
。
そ
れ

は
（
一
）
小
山
先
生
が
あ
ま
り
若
く
て
、
先
生
と
し
て
の
威
嚴
が
ど
う
し

て
も
具
は
ら
ず
、
又
、
生
徒
を
よ
く
叱
る
の
は
畢
竟
經
驗
が
淺
い
と
い
ふ

こ
と
ゝ
、
（
二
）
經
験
が
な
け
れ
ば
他
の
ク
ラ
ス
の
先
生
方
を
見
習
つ
て

頂
い
て
此
の
ク
ラ
ス
を
小
説
に
あ
つ
た
や
う
な
美
し
い
ク
ラ
ス
に
し
た
い

と
思
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。

冒
頭
部
分
を
比
較
す
る
と
、
ご
く
わ
ず
か
な
相
違
、
改
行
や
旧
仮
名
遣
い
、

旧
漢
字
の
相
違
が
見
い
だ
せ
る
程
度
で
あ
る
。
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で

に
』
の
「
昔
の
こ
と
だ
か
ら
、
略
字
で
は
な
く
て
、
む
つ
か
し
い
本
字
を
使
っ

て
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
、
旧
仮
名
で
書
い
て
あ
る
か
ら
、
現
代
の
若
い
人
に

は
読
み
辛
い
だ
ろ
う
。
い
ま
の
字
に
直
し
、
新
仮
名
遣
い
に
あ
ら
た
め
て
み
よ

う
」
と
い
う
記
述
に
も
合
致
す
る
。
ま
た
、
書
か
れ
て
い
る
文
字
に
つ
い
て

も
、
「
ま
だ
と
と
の
っ
て
い
な
い
字
で
、
あ
っ
ち
を
向
い
た
り
、
こ
っ
ち
を
向

い
た
り
、
ア
ヒ
ル
が
で
こ
ぼ
こ
に
行
列
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
、
ド
ガ
ヒ
ョ

ガ
し
た
字
を
な
ら
べ
て
い
る
」
と
、
文
字
の
大
き
さ
が
定
ま
ら
ず
、
大
小
不
ぞ

ろ
い
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
様
子
を
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。（
写
真
②
参
照
）

『
伸
び
ゆ
く
者
』
か
ら
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
が
引
用
し
て
い
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る
内
容
と
分
量
を
、
「
ノ
ー
ト
」
と
比
較
し
て
お
こ
う
。
（

）
内
の
「
文
庫
」

は
、
ポ
プ
ラ
社
文
庫
本
の
頁
・
行
数
（
一
頁
は
三
七
字
一
六
行
）
、
「
ノ
ー
ト
」

は
文
学
館
所
蔵
の
資
料
の
頁
・
行
数
（
手
書
き
で
行
数
が
一
定
し
な
い
た
め
概

算
）
で
あ
る
。

①
冒
頭
部
分
、
主
人
公
志
津
の
担
任
（
国
語
）
と
体
操
教
師
へ
の
不
満
、
志

津
の
思
い
「
死
」
へ
の
疑
問
と
「
野
心
」
（
「
文
庫
」
二
頁
五
行
、
「
ノ
ー

ト
」
二
頁
四
行
）

②
女
学
校
へ
の
失
望
、
国
語
の
授
業
へ
の
不
満
（「
文
庫
」
二
頁
三
行
、「
ノ
ー

ト
」
二
頁
四
行
）

③
級
友
・
伊
藤
春
子
の
話
（「
文
庫
」
二
頁
、「
ノ
ー
ト
」
約
二
頁
）

④
級
友
・
奈
町
敬
子
の
話
（「
文
庫
」
二
頁
三
行
、「
ノ
ー
ト
」
二
頁
五
行
）

⑤
志
津
と
友
人
吉
川
す
み
子
と
の
会
話
、
将
来
の
夢
、
二
人
の
友
情
（
「
文

庫
」
一
頁
三
行
、「
ノ
ー
ト
」
約
一
頁
）

⑥
國
木
耀
子
の
話
（「
文
庫
」
一
行
、「
ノ
ー
ト
」
一
行
）

以
上
の
六
箇
所
に
「
ノ
ー
ト
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
「
ノ
ー
ト
」

の
前
半
部
分
「
そ
の
一
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
後
半
部
分
は
破
損
し
て
い
る

た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
ノ
ー
ト
」
で
は
、
女
学
校
で
の
出
来
事
と
、

志
津
を
含
む
級
友
た
ち
七
人
の
放
課
後
、
家
庭
で
の
生
活
が
描
か
れ
て
お
り
、

後
者
に
は
「
七
つ
の
家
庭
」
と
の
小
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か

ら
、
志
津
、
す
み
子
、
春
子
、
敬
子
の
話
を
選
ん
で
い
る
。
主
人
公
を
理
解
者

で
あ
る
親
友
を
通
し
て
描
き
、
そ
し
て
、
対
照
的
な
境
遇
を
描
き
分
け
て
い
る

点
を
よ
し
と
し
て
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
共
通
の
題
材
と
表
現
の
相
違

『
伸
び
ゆ
く
者
』
中
に
描
か
れ
て
い
る
出
来
事
や
会
話
が
『
欲
し
が
り
ま
せ

ん
勝
つ
ま
で
は
』
に
も
描
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。
引
用
で
は
な
く
、
題
材
・
場

面
の
共
通
性
を
指
摘
し
う
る
箇
所
で
あ
る
。
考
え
て
見
れ
ば
、
両
作
品
と
も
女

学
校
時
代
と
い
う
同
じ
題
材
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と

も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
個
所
を

読
み
比
べ
て
み
る
と
両
者
の
視
点
と
文
章
の
相
違
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
次
の
よ
う
な
相
違
で
あ
る
。

①
放
課
後
、
女
学
校
の
裏
庭
の
樹
を
見
て
の
会
話

■
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』

講
堂
の
裏
手
は
、
カ
シ
や
青
桐
の
木
が
植
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
幹
に
は
、

卒
業
生
が
彫
っ
て
い
っ
た
文
字
が
あ
る
。
そ
れ
を
よ
む
の
は
お
も
し
ろ
か
っ

た
。

「
夢
多
き
学
舎
を
い
で
た
つ
日
に
。
も
と
子
さ
ま
」

「
友
情
」

「
純
情
」

な
ど
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
私
た
ち
は
一
つ
み
つ
け
る
と
、

「
キ
ャ
ア
。
こ
れ
見
て
み
」

と
い
っ
て
、
友
達
を
よ
ん
で
見
せ
合
う
。
夾
竹
桃
の
花
が
、
暑
く
る
し
そ

う
に
ボ
テ
ボ
テ
と
咲
い
て
い
て
、
そ
の
樹
の
た
め
に
、
こ
の
へ
ん
、
ち
ょ
っ

と
別
世
界
の
よ
う
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
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同
じ
場
所
は
、
「
ノ
ー
ト
」
第
一
部
の
最
後
に
描
か
れ
て
い
る
。
志
津
が
休
み

時
間
に
、
級
友
と
学
校
の
裏
へ
行
く
場
面
で
あ
る
。
文
末
に
「（
未
完
）」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

■
「
ノ
ー
ト
」

木
の
目
の
堅
い
樹
木
の
後
へ
ま
は
る
と
、
卒
業
生
が
彫
つ
て
行
つ
た
文
句

が
あ
る
。「
夢
多
き
学
舎
を
出
で
た
つ
！
」
と
か
「
堀
口
佐
代
子
」「
江
崎

政
女
」
と
か
い
ふ
名
前
が
彫
つ
て
あ
る
。
餘
程
念
を
入
れ
て
彫
つ
た
も
の

と
見
え
て
き
れ
い
に
ほ
つ
て
あ
る
。
「
友

�」
と
か
「
純

�」
と
か
い
ふ

言
葉
も
見
ら
れ
る
。
二
人
は
顔
を
見
合
は
せ
て
わ
ら
つ
た
。
丁
度
講
堂
の

裏
手
の
方
に
桃
色
の
夾
竹
桃
の
花
が
咲
い
て
ゐ
る
。

秋
に
な
り
そ
め
た
風
は
冷
い
。（
未
完
）

「
ノ
ー
ト
」
で
は
第
一
部
を
締
め
く
く
る
場
面
に
ふ
さ
わ
し
く
、「
女
学
生
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
提
示
す
る
美
し
い
描
写
で
あ
る
の
だ
が
、
後
年
の
自
伝
小
説
で
は

感
傷
的
に
流
れ
が
ち
な
少
女
趣
味
を
排
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
読
み
比
べ

て
見
る
と
、
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
で
は
闊
達
な
文
体
で
大
阪
の

女
学
生
を
描
こ
う
と
い
う
意
図
で
書
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
次
の
旧
友
と
会
話
す
る
場
面
も
、
同
じ
話
題
な
が
ら
、「
ノ
ー
ト
」

と
は
異
な
る
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
。

②
級
友
・
友
田
サ
ン
と
の
会
話

■
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』

友
田
サ
ン
は
、
ま
た
、
私
の
書
い
た
分
を
読
ん
で
、

「
ほ
ん
ま
に
文
才
あ
る
わ
。
小
説
家
に
な
り
な
さ
い
よ
」

と
す
す
め
た
。

「
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
み
て
も
書
い
た
り
、
本
よ
ん
だ
り
し
て
る
も
ん
」

「
あ
た
し
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
に
入
る
か
も
し
れ
へ
ん
」

そ
れ
も
私
の
夢
で
あ
る
。

「
自
殺
に
あ
こ
が
れ
る
け
ど
、
死
ぬ
よ
り
ト
ラ
ピ
ス
ト
に
入
る
方
が
い
い

わ
ね
」

「
な
ん
で
」

「
ト
ラ
ピ
ス
ト
へ
入
っ
た
ら
、
生
き
て
て
も
死
ん
で
る
の
と
同
じ
よ
」

「
そ
れ
は
そ
う
や
け
ど
、
あ
た
し
は
や
っ
ぱ
り
、
死
ぬ
の
は
い
や
や
わ
」

「
ト
ラ
ピ
ス
ト
は
少
し
も
モ
ノ
を
い
わ
な
い
ん
で
す
っ
て
。
そ
れ
で
火
事

が
あ
っ
た
と
き
も
、
み
ん
な
ひ
と
こ
と
も
い
わ
ず
消
し
た
っ
て
」

「
わ
た
し
み
た
い
な
オ
シ
ャ
ベ
リ
は
地
獄
や
な
」

■
「
ノ
ー
ト
」

ト
ラ
ピ
ス
ト
。
ト
ラ
ピ
ス
ト
。
修
道
女
。

志
津
の
頭
に
「
死
」
と
い
う
考
え
が
顔
を
だ
す
と
、
き
ま
つ
て
ト
ラ
ピ
ス

ト
が
頭
を
も
た
げ
始
め
る
。
そ
れ
は
、
何
と
い
う
悲
し
い
響
で
あ
ろ
う
か
。

吉
川
す
み
子
と
志
津
は
ト
ラ
ピ
ス
ト
の
こ
と
を
話
す
と
、
い
つ
ま
で
経
つ

て
も
つ
き
な
か
つ
た
。
志
津
の
思
想
は
か
う
で
あ
る
。

「
死
ぬ
よ
り
も
ト
ラ
ピ
ス
ト
に
入
る
方
が
い
い
わ
ね
。」

「
な
ぜ
。」

『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
で
は
唐
突
に
話
題
が
変
っ
て
い
る
が
、

「
ノ
ー
ト
」
で
は
「
ト
ラ
ピ
ス
ト
」
の
一
行
か
ら
、
新
た
な
場
面
と
な
り
二
人

の
会
話
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。「
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
は
、「
志
津
の
思
想
」
を

語
る
重
要
な
場
面
で
あ
る
。
こ
の
次
の
頁
が
破
損
し
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
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が
、
こ
の
個
所
で
は
二
人
の
会
話
に
大
阪
弁
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
目
を
引
く
。
自
伝
小
説
が
改
変
し
た
箇
所
を
比
較
し
て
お
こ
う
。

・「
な
ぜ
。」

→
「
な
ん
で
」
と
改
変
。

・
「
そ
れ
は
さ
う
だ
け
ど
…
…
」
す
み
子
は
矢
張
り
「
死
ぬ
の
は
い
や
だ

わ
。
あ
た
し
な
ら
。
」
と
い
っ
た
。

→
「
そ
れ
は
そ
う
や
け
ど
、
わ
た

し
は
や
っ
ぱ
り
、
死
ぬ
の
は
い
や
や
わ
」
と
改
変
。

・
「
あ
ゝ
あ
、
地
獄
や
な
い
の
」
→
「
わ
た
し
み
た
い
な
オ
シ
ャ
ベ
リ
は
地

獄
や
な
」
と
改
変
。

「
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
も
小
山
先
生
の
授
業
の
描
写
で
は
巧
み
に
駆
使
さ
れ

て
い
た
「
大
阪
弁
」
が
、
少
女
た
ち
の
会
話
で
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
厳
格
な
修
道
生
活
を
行
う
「
ト
ラ
ピ
ス
ト
」
に
あ
こ
が
れ
を
抱
き
話

題
に
す
る
女
学
生
た
ち
の
意
識
の
あ
ら
わ
れ
の
よ
う
で
も
あ
る
。
「
ノ
ー
ト
」

に
登
場
す
る
女
学
生
た
ち
は
、
あ
ま
り
大
阪
弁
を
つ
か
わ
な
い
。
自
伝
小
説
に

お
い
て
は
一
様
に
大
阪
弁
を
使
わ
せ
る
と
い
う
改
変
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
面
を
「
ノ
ー
ト
」
の
引
用
で
は
な
く
、
会
話
の
一
部
と
し
て
描
い
て

い
る
の
は
、
「
ノ
ー
ト
」
が
描
く
少
女
時
代
の
偏
狭
な
思
い
込
み
を
払
拭
し
よ

う
と
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

他
に
も
、
両
者
に
類
似
す
る
事
件
が
描
か
れ
て
い
る
。
あ
こ
が
れ
の
先
輩
が

教
員
に
叩
か
れ
る
と
言
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
あ
る
。
「
ノ
ー
ト
」
で

は
、
学
校
中
で
一
番
好
き
な
先
輩
の
船
本
サ
ン
が
日
記
に
教
員
を
「
人
間
の
屑
」

だ
と
書
い
た
の
が
見
つ
か
り
、
叩
か
れ
て
鼻
血
を
な
が
し
て
倒
れ
た
と
言
う
事

件
で
あ
る
。
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
で
は
、
憧
れ
の
先
輩
吉
田
サ

ン
が
、
持
ち
物
検
査
を
す
る
教
員
に
反
抗
し
、「
人
間
の
屑
」
と
日
記
に
書
き
、

や
は
り
見
つ
か
っ
て
撲
ら
れ
て
鼻
血
を
流
し
た
と
描
か
れ
る
。「
私
」
は
、「
こ

わ
い
先
生
に
対
等
に
モ
ノ
を
い
え
る
吉
田
サ
ン
を
す
っ
か
り
尊
敬
し
て
し
ま
っ

た
」
と
あ
り
、
「
み
ん
な
勇
敢
な
吉
田
サ
ン
に
、
す
っ
か
り
感
心
し
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
よ
う
に
、
吉
田
サ
ン
は
女
学
生
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
存
在
と
し
て

描
か
れ
る
。
こ
の
吉
田
サ
ン
が
「
ノ
ー
ト
」
の
船
本
サ
ン
と
同
一
人
物
か
ど
う

か
の
確
証
は
な
い
。
た
だ
、
「
ノ
ー
ト
」
で
は
、
船
本
さ
ん
に
対
す
る
当
時
の

女
学
生
た
ち
の
反
応
は
や
や
違
っ
て
い
た
。
志
津
も
事
件
を
聞
い
て
驚
き
興
奮

す
る
の
で
あ
る
が
、
「
好
き
な
船
本
さ
ん
に
対
す
る
信
頼
を
裏
切
ら
れ
て
気
を

悪
く
し
た
」
と
も
書
い
て
い
る
。
伊
藤
春
子
は
「
船
本
さ
ん
も
悪
い
と
思
う
わ
」

と
い
う
。
教
師
や
学
校
に
対
す
る
不
満
を
書
き
連
ね
て
い
る
志
津
だ
が
、
教
師

を
「
人
間
の
屑
」
と
書
く
こ
と
は
「
不
良
分
子
」
の
仕
業
と
考
え
る
女
学
生
の

常
識
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
憧
れ
の
上
級
生
・
船
本

さ
ん
は
、『
私
の
大
阪
八
景
』（「
陛
下
と
豆
の
木
」）
に
も
登
場
す
る
が
、
事
件

に
つ
い
て
は
全
く
描
か
れ
な
い
。

自
伝
小
説
と
「
ノ
ー
ト
」
が
、
同
じ
時
代
を
描
く
と
は
い
え
、
三
〇
年
を
経

て
い
る
。
描
く
観
点
に
差
異
が
生
じ
て
当
然
で
あ
る
。
『
或
る
少
女
の
遺
書
』

の
引
用
の
仕
方
、
作
品
内
に
お
け
る
位
置
付
け
方
か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
言
え

る
。

五
『
伸
び
ゆ
く
者
』
と
『
或
る
少
女
の
遺
書
』
と
の

関
係

「
ノ
ー
ト
」
に
は
、
『

伸
び

ゆ
く
者
』
の
「
そ
の
一
」
（

約
二

五
頁
）
と
「
そ
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の
二
」
（
約
二
五
頁
以
上
）
の
間
に
、
『
或
る
少
女
の
遺
書
』
（
約
五
頁
）
が
書

か
れ
て
い
る
。（
写
真
②
参
照
）

『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
の
本
文
中
に
も
、
短
い
こ
と
も
あ
っ
て

か
『
或
る
少
女
の
遺
書
』
は
、
ほ
と
ん
ど
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
突
然
に
、
他
の
作
品
を
書
き
始
め
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
何
と
い
う
乙

女
心
の
ふ
し
ぎ
か
」
と
説
明
し
て
は
い
な
い
。
気
ま
ぐ
れ
な
書
き
ぶ
り
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
遺
書
」
や
「
死
」
に
つ
い
て
も
、「
べ
つ
に
自
殺
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
悩
み
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
若
く
し
て
命
を

断
つ
、
と
い
う
こ
と
の
い
さ
ぎ
よ
さ
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
書
き
、

前
述
し
た
如
く
「
『
遺
書
』
な
ん
か
書
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
私
は
現
実
に
は

死
ぬ
気
な
ん
か
、
ち
っ
と
も
な
く
、
洋
食
の
日
を
心
待
ち
に
生
き
て
る
」
と
、

小
説
と
現
実
と
の
食
い
違
い
が
、
滑
稽
味
を
加
味
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
ノ
ー
ト
」
の
『
或
る
少
女
の
遺
書
』
の
前
と
後
に
、
四
角
く

囲
っ
た
中
に
書
か
れ
て
い
る
次
の
断
り
書
き
を
読
む
と
き
、
両
作
品
が
、
執
筆

当
時
に
お
い
て
は
、
決
し
て
気
ま
ぐ
れ
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

少
し
こ
の
辺
で
『
伸
び
ゆ
く
者
』
の
筆
を
と
め
ま
す
。
し
か
し
こ
の
ま
ま

で
は
未
完
で
す
し
、
伸
び
ゆ
く
少
女
の
心
の
う
ご
き
や
外
か
ら
の
敏
感
な

心
の
働
き
を
も
つ
と
描
い
て
み
た
い
と
お
も
ひ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
小

説
は
少
し
止
め
て
、
筆
を
改
め
て
書
き
ま
す
。

（『
或
る
少
女
の
遺
書
』
が
入
る
）

こ
れ
で
、
志
津
の
性
格
が
み
な
さ
ん
に
は
少
し
お
わ
か
り
に
な
つ
た
こ
と

と
お
も
ひ
ま
す
。
三
谷
小
弓
と
志
津
と
は
死
に
対
す
る
思
想
が
同
じ
だ
と

お
思
ひ
下
さ
い
。
引
續
き
致
し
ま
す
。

こ
の
断
り
書
き
を
読
む
限
り
、
二
作
品
は
無
関
係
で
は
な
い
と
い
う
意
図
の

も
と
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
谷
小
弓
の
「
遺
書
」
は
、
『
伸
び

ゆ
く
者
』
の
主
人
公
志
津
の
「
敏
感
な
心
の
働
き
」
や
「
思
想
」
を
補
完
す
る

意
味
で
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
破
損
が
あ
る
と
は
い
え
、
現
存

「
ノ
ー
ト
」
を
読
む
と
き
、「
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
追
究
し
よ
う
と
試
み
た
痕

跡
が
見
出
せ
る
。

「
死
」
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
体
験
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
解
決
不
可

能
な
問
題
で
あ
り
、「
死
」
に
無
関
心
な
人
間
は
ま
れ
で
あ
ろ
う
。
現
に
、「
死
」

は
古
今
東
西
の
文
学
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
。

少
女
時
代
の
作
品
『
伸
び
ゆ
く
者
』
に
は
、
早
く
も
人
間
の
根
源
的
な
問
題
で

あ
る
「
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
峙
す
る
田
辺
聖
子
の
姿
が
見
出
せ
る
の
で
あ

る
。「（
生
き
て
い
て
何
に
な
ろ
う
！
）
と
い
う
疑
い
で
あ
っ
た
。
し
ま
い
に
死
に

た
く
さ
え
な
っ
て
い
っ
た
。」
と
、
志
津
は
折
々
に
「
死
」
を
意
識
し
て
い
る
。

志
津
の
頭
に
は
「
死
」
に
対
す
る
観
念
的
な
思
想
が
時
折
浮
か
ん
で
く
る
。
修

身
の
授
業
で
武
士
が
刀
で
人
を
切
り
、
切
腹
す
る
こ
と
等
を
挙
げ
て
、
日
本
は

命
を
す
ぐ
捨
て
る
「
野
蛮
国
」
だ
と
説
く
教
師
に
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
件
と
し
て
級
友
春
子
の
母
親
の
死
と
葬
儀
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
死
」
を
出
来
事
と
し
て
描
く
の
み
な
ら
ず
、「

母
親
の
死
」
と
い
う
題
材

で
、
作
文
の
時
間
に
春
子
と
志
津
の
ふ
た
り
が
書
い
た
文
章
を
対
比
す
る
の
で

あ
る
。
事
実
で
あ
っ
た
の
か
、
虚
構
が
混
じ
っ
て
い
る
の
か
、
知
る
由
も
な
い

が
、
「
書
く
こ
と
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
「
死
」
に
、
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
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た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
ろ
う
。

三
谷
小
弓
を
志
津
の
分
身
と
し
て
、
志
津
の
「
死
」
に
あ
こ
が
れ
る
心
の
動

き
を
、
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
小
弓
の
「
遺
書
」
と
い
う
形
式
で
書
き
た
い
と
い

う
衝
動
に
か
ら
れ
て
、
二
つ
の
作
品
は
書
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

小
弓
の
自
死
の
理
由
は
、
「
私
は
『
死
』
と
い
ふ
も
の
を
考
へ
て
考
へ
て
考
へ

ぬ
い
て
苦
ん
で
苦
ん
で
苦
み
ぬ
い
た
結
果
」
だ
と
い
う
。
「
假
面
を
と
つ
た
私

の
顔
は
、
い
つ
も
明
る
い
朗
ら
か
な
假
面
と
は
ま
る
き
り
違
つ
た
陰
気
な
陰
險

な
死
ば
か
り
考
へ
て
ゐ
る
生
徒
だ
つ
た
の
で
す
」
と
告
白
す
る
小
弓
は
、
幼
い

子
供
の
死
に
遭
遇
し
て
一
層
「
死
」
の
不
思
議
に
囚
わ
れ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、

「
遺
書
」
は
こ
う
結
ば
れ
て
い
る
。
「
誰
に
分
ら
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。
…

（
中
略
）
…
結
句
、
私
は
遺
書
等
止
め
た
方
が
好
か
つ
た
の
で
す
。
な
ま
じ
ひ

人
々
に
私
の
死
ん
だ
原
因
を
知
ら
さ
う
と
し
た
の
が
悪
か
つ
た
の
で
す
」
と
。

説
明
の
つ
か
な
い
ま
ま
、
説
明
を
放
棄
し
た
形
で
「
遺
書
」
は
書
き
終
え
ら
れ

て
い
る
。

少
女
時
代
の
最
大
関
心
事
と
し
て
、
「
ノ
ー
ト
」
に
は
繰
り
返
し
描
か
れ
て

い
た
「
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
早
熟
な
志
津
に
も
「
死
」
は
解
明

不
可
能
な
難
題
で
あ
っ
た
。
自
伝
小
説
に
お
い
て
は
、
両
作
品
の
関
係
性
を
、

「
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
追
究
を
、
少
女
時
代
の
不
徹
底
な
追
究
と
し
て
払
拭

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
田
辺
聖
子
の
自
伝
小
説
に
お
い
て
は
、
必
ず
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
少
女
時
代
の
創
作
活
動
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
と
に
『
欲
し

が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
に
は
、
十
代
に
書
か
れ
た
作
品
が
多
く
引
用
さ
れ

て
い
る
。
後
に
創
作
さ
れ
た
も
の
か
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
完
成
度
の
高
い
作
品
も

少
な
く
な
い
。
最
初
の
小
説
と
さ
れ
る
『
伸
び
行
く
者
』
は
、
自
伝
小
説
で
度
々

描
か
れ
て
い
る
女
学
校
時
代
を
、
女
学
生
の
田
辺
聖
子
が
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

そ
こ
で
『
伸
び
ゆ
く
者
』
が
、
相
当
頁
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
つ
つ
、
女
学
校

の
日
常
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
「
ノ
ー
ト
」
そ
の
も
の
と
『
欲

し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』
と
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
小
説

の
世
界
と
現
実
の
世
界
を
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
「
夢
見
ご
こ
ち
」
の
少
女
時
代

を
描
く
手
法
と
し
て
、
「
ノ
ー
ト
」
の
引
用
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
後
年
の
自
伝
小
説
に
お
い
て
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
「
死
」
を
巡

る
考
察
や
描
写
も
見
出
せ
る
な
ど
、
作
家
田
辺
聖
子
の
原
点
を
探
る
意
味
で
も

「
ノ
ー
ト
」
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。

「
ノ
ー
ト
」
に
は
、
長
じ
て
小
説
家
に
な
っ
た
な
ら
ば
、「
女
学
校
生
活
を
畫

い
た
今
迄
の
小
説
の
あ
ま
り
に
架
空
的
で
あ
る
の
を
あ
ば
い
て
や
ら
う
」
と
い

う
、
志
津
の
野
心
も
描
か
れ
て
い
る
。
幼
少
か
ら
古
典
好
き
だ
っ
た
田
辺
聖
子

の
こ
と
、
宮
仕
え
を
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
道
綱
母
が
、
「
世
の
中
に
お
ほ
か

る
古
物
語
の
端
な
ど
を
見
れ
ば
、
世
に
お
ほ
か
る
そ
ら
ご
と
だ
に
あ
り
」

（
７
）

と
い

い
、
空
事
な
ら
ぬ
自
ら
の
身
の
上
を
『
蜻
蛉
日
記
』
と
し
て
書
き
残
し
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
文
学
史
上
に
「
女
流
日
記
」
を
確
立
し

た
気
概
に
共
感
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

「
志
津
の
野
心
」
が
見
事
に
か
な
っ
た
こ
と
を
作
中
の
志
津
に
語
る

べ
く
、

田
辺
聖
子
は
『
伸
び
ゆ
く
者
』
を
後
年
の
自
伝
小
説
に
引
用
し
た
に
違
い
な
い
。
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『
伸
び
ゆ
く
者
』
を
は
じ
め
と
す
る
少
女
時
代
の
作
品
は
、
作
家
田
辺
聖
子
の

原
点
を
見
出
し
う
る
興
味
の
尽
き
な
い
作
品
群
な
の
で
あ
る
。

（
注
）

（
１
）
各
作
品
の
初
出
は
、
浦
西
和
彦
著
『
田
辺
聖
子
書
誌
』
（
和
泉
書
院
、

一
九
九
五
年
刊
）
と
『
田
辺
聖
子
全
集
別
巻
１
』（
集
英
社
、
二
〇
〇

六
年
刊
）
に
所
収
の
「
初
出
一
覧
」
に
よ
る
。

（
２
）『
田
辺
聖
子
全
集
１
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
刊
）
所
収
の
本
文
に
よ

る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
３
）『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』（
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収

の
本
文
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
４
）『
田
辺
聖
子
全
集
１
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
刊
）
所
収
の
本
文
に
よ

る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
５
）『
楽
天
少
女
通
り
ま
す
』（
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
の

本
文
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
６
）
田
辺
聖
子
文
学
館
に
田
辺
聖
子
氏
か
ら
寄
託
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。

（
７
）『
蜻
蛉
日
記
』（
新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
、
昭
和
五
七
年
刊
）
の
本
文

に
よ
る
。
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